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　　 　　　福祉である

初代会長 高橋季義　　

第82号
（秋季号）

令和２年９月１日（火）
（皇紀２６８０年）
（大正紀元１０９年）
（昭和紀元９５年）
（平成紀元３２年）中井信夫元大阪府議会議長

関西防衛を支える会
（略称･関防会）

〒532-0011
大阪市淀川区西中島4-3-4
� チサン第6新大阪310
TEL　06-4256-4868　FAX　06-4256-4869

発行人　高橋忠義　　
編集人　小野元裕　　
印刷所　㈱新聞印刷　

　日　時　令和２年10月10日（土曜日）　午後16時から

講　師　潮　匡人氏（軍事ジャーナリスト、元航空自衛官）

演　題　「ポスト安倍政権の今後の課題」
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　　　　講話のみ：会員1,000円、非会員2,000円、学生無料
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特別顧問　本田　太郎氏
� （衆議院議員）

事業部副部長　小山みどり氏（兼事務局次長）
理　　事　内藤　強志氏

新新 役役 員員 紹紹 介介

　

私
が
20
代
の
青
年
警
察
官
当

時
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
本
格
的
に
介
入
、
国
内
で

は
こ
れ
に
反
対
す
る
学
生
運
動

が
活
発
化
し
、
ま
た
全
国
の
大

学
で
大
学
紛
争
が
激
化
す
る
な

か
、
暴
力
革
命
を
企
図
す
る
極

左
暴
力
集
団
が
台
頭
し
て
ゲ
バ

棒
と
火
炎
瓶
闘
争
に
明
け
暮
れ

る
時
代
と
な
り
、
こ
れ
に
飽
き

足
ら
な
い
一
部
過
激
派
が
武
装

闘
争
に
走
り
、
そ
の
象
徴
的
事

件
と
も
い
え
る
浅
間
山
荘
事
件

が
発
生
し
た
２
カ
月
後
の
昭
和

47
年
４
月
に
、
私
は
巡
査
部
長

に
昇
進
し
て
機
動
隊
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
入
隊
と
と
も

に
分
隊
長
と
し
て
デ
モ
規
制
訓

練
の
他
「
ほ
ふ
く
前
進
、
射
撃
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
か
ら
の
リ
ペ
リ
ン
グ
降
下

訓
練
」
等
、
対
銃
器
を
想
定
し

た
訓
練
を
自
衛
隊
の
皆
様
に
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
受
け
た
記

憶
が
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

当
時
は
デ
モ
警
備
、
西
成
暴
動

警
備
と
出
動
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
番
悔
し
い
思
い
を
し

た
の
は
、
デ
モ
の
学
生
な
ど
か

ら
「
税
金
泥
棒
」
と
の
の
し
ら

れ
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
私
達

機
動
隊
員
よ
り
も
も
っ
と
の
の

し
ら
れ
て
い
た
の
が
自
衛
隊
員

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
も
時
代
と
と
も
に
変
化

し
、
自
衛
隊
に
よ
る
「
阪
神
淡

路
大
震
災
に
お
け
る
救
援
活

動
」、「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
と

現
場
救
援
活
動
」、「
地
震
・
台

風
・
豪
雨
災
害
で
の
救
援
活

動
」、
さ
ら
に
「
東
日
本
大
震

災
で
の
救
援
活
動
と
福
島
第
一

原
発
事
故
対
応
」
と
そ
の
活
動

が
拡
大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
軍

事
組
織
で
あ
る
自
己
完
結
型
の

自
衛
隊
員
の
救
援
活
動
を
、
被

害
者
は
元
よ
り
全
国
民
は
祈
る

よ
う
な
気
持
ち
で
テ
レ
ビ
の
現

場
中
継
を
見
て
い
た
の
で
す
。

ま
さ
に
困
っ
た
時
の
「
神
様
、

仏
様
、
自
衛
隊
様
」
で
し
た
。

こ
こ
最
近
「
税
金
泥
棒
」
と
い

う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
文
字
通
り
自
衛
隊
は

国
民
の
心
の
中
に
浸
透
し
、
そ

の
存
在
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

組
織
と
し
て
認
知
さ
れ
ま
し

た
。

　

た
だ
私
達
が
勘
違
い
し
て
は

な
ら
な
い
の
は
自
衛
隊
の
本
務

は
国
防
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、

直
接
侵
略
や
間
接
侵
略
か
ら
我

が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
戦
後
75
年
が
経
ち
世
界

の
政
治
・
軍
事
情
勢
は
変
わ
り

ま
し
た
。
今
は
大
き
な
経
済
成

長
を
成
し
遂
げ
、
軍
事
大
国
と

な
っ
た
中
国
が
一
番
の
脅
威
で

あ
り
、
ま
た
、
核
武
装
と
ミ
サ

イ
ル
開
発
に
狂
奔
す
る
北
朝
鮮

と
左
傾
化
す
る
韓
国
の
動
向
な

ど
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
ひ
と
つ
を

見
て
も
明
治
維
新
後
の
国
際
情

勢
に
立
ち
返
っ
て
い
る
感
が
あ

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
憲
法
前

文
に
あ
る
よ
う
な
「
平
和
を
愛

す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に

信
頼
し
て
」
と
い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
軍
事
と
い
う
も

の
は
、
泥
棒
に
入
ら
れ
た
か
ら

鍵
を
増
や
す
と
い
う
様
な
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
軍
事
技
術

は
日
進
月
歩
し
、
今
や
宇
宙
を

制
す
る
者
が
軍
事
を
制
す
る
時

代
と
な
る
な
ど
世
界
の
軍
事
情

勢
は
日
々
変
わ
っ
て
お
り
、
こ

れ
に
対
応
し
て
軍
備
を
整
え
、

訓
練
し
て
国
防
力
と
す
る
に
は

年
月
を
要
す
る
の
で
す
。

　

国
防
は
国
家
の
最
重
要
課
題

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
支

え
る
に
は
国
民
の
支
持
、
支
援

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し

今
の
日
本
の
現
状
は
、
ミ
サ
イ

ル
防
衛
の
最
後
の
要
と
な
る

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の

導
入
も
停
止
さ
れ
、
沖
縄
辺
野

古
の
埋
め
立
て
も
遅
々
と
し
て

進
ま
ず
、
一
番
び
っ
く
り
し
た

の
は
、
日
本
学
術
会
議
が
、「
軍

事
目
的
の
た
め
の
科
学
研
究
を

行
わ
な
い
」
と
決
議
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
戦
後
75
年
、
誰
が

戦
争
を
好
き
な
も
の
か
、
誰
が

戦
争
を
し
た
い
と
思
う
も
の

か
。
私
は
警
察
官
出
身
で
す
か

ら
思
う
の
で
す
が
、
国
家
も
民

家
も
日
々
戸
締
り
は
し
て
お
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い

か
な
る
強
大
な
組
織
も
人
が
動

か
し
ま
す
。
自
衛
官
一
人
一
人

の
強
固
な
意
志
と
防
人
た
る
自

覚
が
国
を
護
る
の
で
す
。
ま
た

私
達
国
民
も
自
衛
官
に
感
謝
し

心
か
ら
支
援
す
る
こ
と
が
自
衛

官
の
士
気
を
高
め
る
の
で
す
。

「
関
西
防
衛
を
支
え
る
会
」
は
、

国
防
の
重
要
性
を
認
識
し
、
国

民
の
防
衛
意
識
の
高
揚
を
図
り

自
衛
隊
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
我
が
国
の
繁
栄
と

国
民
の
安
全
・
平
和
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
私
も
日
本
国

民
の
一
人
と
し
て
そ
の
設
立
目

的
を
果
た
す
べ
く
一
隅
を
照
ら

す
活
動
を
図
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

副
会
長
就
任
ご
挨
拶

関
西
防
衛
を
支
え
る
会

�

副
会
長 

原
田 

光
生

　

大
道
前
副
会
長
の
後
任
と
し
て
「
関
西
防
衛
を
支
え
る
会
」
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
原

田
で
す
。
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
一
言
皆
様
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
山
口
県
出
身
で

昭
和
39
年
に
大
阪
府
警
察
官
を
拝
命
し
、
平
成
17
年
10
月
茨
木
警
察
署
長
を
最
後
に
退
職
、「
一

般
社
団
法
人
大
阪
府
警
備
業
協
会
」
勤
務
等
を
経
た
の
ち
、
現
在
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
府
防
犯

設
備
士
協
会
」
専
務
理
事
と
し
て
防
犯
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
器
の
普
及
を
通
じ
た
犯
罪
抑
止
活
動

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
思
い
返
し
ま
す
と
私
が
警
察
官
に
な
っ
た
年
の
10
月
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
今
、
朝
ド
ラ
で
話
題
の
古
関
裕
而
氏
作
曲
の
入
場
行
進
曲
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
マ
ー
チ
」
大
演
奏
の
も
と
、
真
っ
先
に
入
場
し
て
き
た
の
は
、
防
衛
大
学
校
生
が
把
持
す
る

ギ
リ
シ
ャ
国
名
の
プ
ラ
カ
ー
ド
で
し
た
。
警
察
学
校
の
柔
道
場
に
特
設
さ
れ
た
テ
レ
ビ
で
こ
の
世

紀
の
イ
ベ
ン
ト
を
観
て
い
た
私
は
、
そ
の
防
衛
大
学
校
生
の
凛
々
し
さ
に
感
動
し
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
あ
れ
か
ら
早
55
年
、
自
衛
隊
を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境
は
著
し
く
変
化
し
ま
し
た
。

北海道研修（陸上自衛隊）は新型コロナウイルス感染拡大防止により中止となりました。�９月１日　事業部

強固な意志と防人たる自覚が国を護る強固な意志と防人たる自覚が国を護る

「至誠に生きた人」「至誠に生きた人」「至誠に生きた人」「至誠に生きた人」
初代会長　故高橋季義氏追悼文集（再版）初代会長　故高橋季義氏追悼文集（再版）初代会長　故高橋季義氏追悼文集（再版）

価　格：715円（税込み）　B5判モノクロ140ページ
申込先：FAX06-4256-4869　電話06-4256-4868　
　　　　e-mail：info01＠kanboukai.jp

関防会の最大の特徴は、初代会長のこの国の安寧を想う熱い気持ちが連
綿と引き継がれていることである
関防会の種々の活動の根幹がこの本には明確にされている
現会長の父であり、平成18年に逝去した初代会長がどんな人物だったのか
どんな想いで関防会を設立したのか
自衛隊、自衛隊ＯＢ、自衛隊協力団体、帝国海軍、株式会社きんでん等
初代会長と親交深き方々、そして親族が綴る人物像

※新型コロナウィルス感染防止のため、懇親会・忘年会を食事会（酒類の提供なし）に変更する場合があります。その際、会費は 3,000 円（非会員 4,000 円、学生 2,000 円）といたします。



　　　　　　　　　　第82号� 令和２年９月１日（火曜日）　　（２）　國　の　支　え

特
殊
性
か
ら
日
本
か
ら
の
訪
問

者
も
多
く
、
地
元
の
方
々
と
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
高
田
大
尉
以
下
１
４
５
柱

の
軍
神
が
日
台
友
好
の
絆
、
平

和
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
万

感
の
思
い
で

あ
る
。

　

１
月
21

日
、
台
南
市

安
南
区
に
あ

る
鎮
安
堂
飛

虎
将
軍
廟
で

の
慰
霊
。
こ

こ
の
御
祭
神

は
日
本
海
軍

戦
闘
機
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
杉

浦
少
尉
で
あ

る
。
彼
は
台

湾
沖
航
空
戦

に
出
撃
、
米

軍
機
と
の
空

中
戦
で
被

弾
、
地
元
集

落
へ
の
墜
落

を
避
け
る
た

め
郊
外
ま
で

操
縦
し
、
最

終
的
に
は
敵

機
の
機
銃
で

戦
死
し
た
。

死
が
迫
る

中
、
住
民
の

命
を
守
ろ
う

と
し
た
杉
浦

少
尉
を
神
と

称
え
て
地
元

有
志
が
祠
を

建
て
た
。
平

成
11
年
に
発

生
し
た
航
空

自
衛
隊
練
習

機
の
入
間
川
墜
落
事
故
を
思
い

出
し
た
。
空
自
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

は
入
間
川
沿
い
の
住
宅
地
や
学

校
を
避
け
る
た
め
最
後
ま
で
操

縦
し
殉
職
し
た
。
事
故
発
生
当

初
の
批
判
的
な
日
本
の
報
道
を

か
さ
れ
た
。

　

１
月
20
日
、
高
雄
市
鳳
山
区

に
あ
る
保
安
堂
で
の
慰
霊
。
こ

こ
に
は
日
本
海
軍
第
38
号
哨

戒
艇
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
戦

後
、
地
元
漁
民
の
網
に
一
体
の

頭
蓋
骨
が
か
か
り
、
海
府
尊
神

と
し
て
神
棚
に
祀
っ
た
。
そ
の

後
、
別
の
漁
師
が
海
府
尊
神
か

ら「
艇
長
の
高
田
大
尉
で
あ
る
。

部
下
の
魂
を
日
本
に
連
れ
て
帰

り
た
い
。
祠
を
建
て
て
ほ
し

い
」
と
の
ご
神
託
を
受
け
た
と

し
て
保
安
堂
の
建
立
に
つ
な
が

る
。
毎
年
、
哨
戒
艇
が
撃
沈
さ

れ
た
11
月
23
日
に
慶
典
が
開
か

れ
奉
祀
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
の
軍
艦
を
祀
る
廟
と
い
う

日台が協力して危機に臨むことが必要日台が協力して危機に臨むことが必要

　

１
９
７
１
年
10
月
25
日
、
第

26
回
国
連
総
会
に
て
「
ア
ル
バ

ニ
ア
決
議
」
が
採
決
さ
れ
、
中

華
民
国
（
台
湾
）
は
国
連
常
任

理
事
国
の
座
を
失
い
国
際
連
合

を
脱
退
し
た
。

　

当
時
、
私
は
中
学
生
だ
っ
た

が
、
今
で
も
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
映
像
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

る
。
そ
れ
は
総
会
に
お
い
て
、

中
華
民
国
代
表
が
退
出
し
よ
う

と
出
口
に
向
か
っ
た
時
、
日
米

の
国
連
代
表
が
後
を
追
う
よ
う

に
駆
け
寄
る
姿
で
あ
る
。

　

中
華
民
国
へ
の
興
味
と
親
近

感
は
、
私
の
父
が
上
海
の
大
学

を
卒
業
し
た
こ
と
、
職
業
軍
人

と
し
て
中
国
大
陸
で
転
戦
し
、

戦
後
は
同
軍
に
協
力
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
で
あ
る
。
父
が
存
命

濟
化
宮
で
は
、
日
本
軍
兵
士
と

し
て
戦
死
さ
れ
た
台
湾
出
身
兵

士
の
慰
霊
顕
彰
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
場
所
は
、
遺
族
の
方
々
が

高
齢
に
な
り
靖
国
神
社
に
容
易

に
参
拝
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

靖
国
神
社
の
神
霊
を
台
湾
へ

分
祀
す
る
運
動
が
展
開
さ
れ
、

１
９
６
５
年
に
靖
国
神
社
の
御

祭
神
の
霊
璽
複
写
と
し
て
実
現

し
た
。
こ
こ
に
は
約
３
万
柱
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
春
節

（
旧
正
月
）
を
中
心
に
多
く
の

遺
族
が
参
拝
さ
れ
て
お
り
「
わ

ざ
わ
ざ
靖
国
神
社
に
参
拝
し
な

く
て
も
よ
い
」
と
感
謝
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
改
め
て
日
本
と

台
湾
の
深
い
つ
な
が
り
に
気
付

う
。
台
湾
南
部
地
域
の
治
水
事

業
で
貢
献
し
た
日
本
人
水
利
技

師
の
八
田
與
一
は
、
台
湾
の
教

科
書
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
の
恩

人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。他
方
、

韓
国
で
は
国
を
挙
げ
て
反
日
教

育
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
慰
安

婦
や
徴
用
工
問
題
、
そ
し
て
不

買
運
動
に
ま
で
発
展
す
る
の
で

あ
る
。
韓
国
は
自
分
自
身
で
道

徳
心
の
高
い
国
、
日
本
は
一
段

低
い
国
、
だ
か
ら
我
々
は
日
本

し
て
い
た
頃
は
、
リ
ア
ル
な
大

陸
で
の
体
験
話
を
聞
い
て
い

た
。

　

関
西
防
衛
を
支
え
る
会
（
関

防
会
）
の
高
橋
忠
義
会
長
か
ら

お
誘
い
が
あ
り
、
本
年
１
月
18

日
か
ら
21
日
ま
で
行
わ
れ
た

「
台
湾
慰
霊
顕
彰
の
旅
」
に
同

行
す
る
貴
重
な
機
会
を
得
ら
れ

た
。
聞
け
ば
関
防
会
は
、
大
東

亜
戦
跡
へ
の
慰
霊
の
旅
を
サ
イ

パ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ボ
ル
ネ
オ
で
行
わ
れ
た

と
の
こ
と
。
戦
後
75
年
過
ぎ
た

な
か
、
こ
の
様
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
に
敬
服
す
る
次
第

で
あ
る
。

　

１
月
19
日
、
新
竹
市
の
南
天

山
濟
化
宮
で
の
慰
霊
。
台
湾
の

靖
国
神
社
と
い
わ
れ
る
南
天
山

み
る
に
、
時
代
が
違
う
と
は
い

え
戦
死
・
殉
職
者
に
対
す
る
国

民
の
畏
敬
の
念
に
つ
い
て
、
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ

る
。

　

慰
霊
顕
彰
の
旅
は
、
ほ
か
に

獅
頭
山
勧
化
堂
（
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
派
遣
さ
れ
た
台
湾
巡
査
隊
の

指
揮
官
で
あ
る
広
枝
警
部
を
祀

る
）
へ
の
参
拝
を
行
っ
た
。
広

枝
隊
長
は
司
令
部
か
ら
の
玉
砕

命
令
を
受
領
す
る
と
部
下
の
台

湾
警
察
官
に
「
こ
こ
ま
で
よ
く

戦
っ
て
く
れ
た
。
故
国
台
湾
に

は
諸
君
の
生
還
を
心
か
ら
待
つ

家
族
が
い
る
。
こ
の
際
、
敵
に

投
降
し
て
で
も
生
き
残
れ
、
責

任
は
自
分
が
と
る
」
と
部
隊
解

散
命
令
を
出
し
て
自
決
し
た
。

こ
の
お
か
げ
で
多
く
の
台
湾
巡

査
達
が
帰
国
で
き
た
。
戦
後
、

彼
ら
が
台
湾
仏
教
の
聖
地
で
あ

る
獅
頭
山
に
広
枝
隊
長
を
お
祀

り
し
、
現
在
は
孫
達
が
引
き
継

い
で
い
る
。
台
湾
青
年
の
命
を

救
っ
た
日
本
の
警
察
官
は
も
と

よ
り
、
孫
の
代
ま
で
恩
を
感
じ

て
い
る
台
湾
の
方
々
に
頭
が
下

が
る
思
い
で
あ
る
。こ
の
ほ
か
、

海
軍
軍
官
学
校
訪
問
、
台
南
市

議
会
表
敬
な
ど
も
行
わ
れ
、
地

元
の
有
志
や
議
員
の
皆
様
方
か

ら
熱
い
歓
待
を
受
け
た
。

　

今
回
の
慰
霊
の
旅
に
お
い

て
、
私
は
先
の
大
戦
で
日
本
国

民
の
た
め
に
散
っ
た
幾
多
の
英

霊
に
感
謝
す
る
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
が
、
平
和
の
大
切
さ
と
台

湾
国
民
の
日
本
に
対
す
る
温
か

さ
を
肌
で
感
じ
た
次
第
で
あ

る
。
隣
国
で
あ
る
親
日
国
家
の

台
湾
と
正
反
対
の
反
日
国
家
の

韓
国
、
単
純
に
比
較
は
で
き
な

い
が
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た

両
国
の
違
い
は
果
た
し
て
何
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
日
本
統
治

時
代
の
良
否
を
評
価
す
る
国

と
、
全
て
を
否
定
す
る
国
の
差

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
国
の
教

育
に
差
異
が
表
れ
て
い
る
と
思

を
指
導
し
て
よ
い
と
公
言
し
て

い
る
。「
易
者
身
の
上
知
ら
ず
」

で
あ
り
、
他
国
を
批
判
ば
か
り

し
て
い
る
国
が
、
果
た
し
て
諸

外
国
か
ら
尊
敬
を
集
め
得
る
だ

ろ
う
か
。
旅
の
途
中
で
お
話
す

る
機
会
の
あ
っ
た
台
湾
の
方
か

ら
、「
日
本
統
治
は
悪
い
面
も

あ
っ
た
が
良
い
面
も
多
か
っ

た
。
我
々
は
前
を
向
い
て
進
ん

で
行
く
」
と
の
言
葉
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

習
近
平
政
権
の
な
り
振
り
構

わ
な
い
香
港
の
一
国
一
制
度
化

の
強
行
は
、
国
際
社
会
に
中
国

の
覇
権
主
義
を
知
ら
し
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
台
湾
は
香
港
の

次
は
自
国
で
は
な
い
か
と
、
対

岸
の
中
国
に
非
常
な
る
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
。
日
本
も
他
人

事
で
は
な
く
、
尖
閣
沖
で
は
中

国
公
船
の
領
海
侵
犯
が
繰
り
返

さ
れ
、
主
権
が
侵
害
さ
れ
て
い

る
。

　

今
、
必
要
な
の
は
日
台
が
協

力
し
て
危
機
に
臨
む
こ
と
で
は

な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
政

府
レ
ベ
ル
で
の
台
湾
と
の
一
層

の
関
係
強
化
、
国
民
レ
ベ
ル
で

の
交
流
の
深
化
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

最
後
に
、
こ
の
様
な
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
い
た
関
西
防
衛

を
支
え
る
会
の
高
橋
会
長
、
ほ

か
会
員
の
皆
様
に
重
ね
て
感
謝

申
し
上
げ
る
。�

（
お
わ
り
）

台
湾
国
民
の
日
本
に
対
す
る
温
か
さ
を
肌
で
感
じ
る

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授
（
元
中
部
方
面
総
監
）

 

山
下
裕
貴

令
和
２
年

１
月
18
日
～
21
日

〈２〉

台
湾
慰
霊
顕
彰
の
旅

台
湾
慰
霊
顕
彰
の
旅

左から２人目が筆者（南天山済化宮、１月 19 日）

　

帝
国
海
軍
第
38
号
哨
戒
艇

は
、
昭
和
19
年
11
月
25
日
未
明
、

戦
艦
武
蔵
の
生
存
将
兵
を
乗
せ

た
「
さ
ん
と
す
丸
」
を
護
衛
中

に
米
海
軍
潜
水
艦
「
ア
ト
ゥ
ル
」

の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
、「
さ
ん
と

す
丸
」
と
と
も
に
バ
シ
ー
海
峡

に
沈
み
ま
し
た
。
祖
国
日
本
の

た
め
に
戦
い
、
命
を
落
と
し
た
、

こ
こ
に
眠
る
１
４
５
柱
の
英
霊

に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

こ
の
保
安
堂
は
、
最
初
か
ら

第
38
哨
戒
艇
を
祀
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
21

年
に
漁
民
が
網
に
か
か
っ
た
頭

蓋
骨
を
海
の
神
と
し
て
お
祀
り

し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
昭

和
43
年
に
は
、
神
か
ら
の
お
告

げ
に
よ
り
祠
を
拡
張
新
築
し
ま

し
た
。

　

平
成
２
年
に
地
元
の
霊
媒
師

が
日
本
語
で
「
私
は
日
本
第
38

号
軍
艦
の
艦
長
で
あ
り
、
大
東

亜
戦
争
中
に
死
亡
し
た
。
日
本

の
護
国
神
社
に
帰
り
た
い
。
部

下
を
郷
里
に
帰
す
こ
と
が
で
き

ず
悔
や
ん
で
い
る
」
と
告
げ
ま

し
た
。
信
者
た
ち
は
、
半
信
半

疑
で
沖
縄
県
護
国
神
社
な
ど
で

調
査
す
る
と
、
第
38
号
艇
が
バ

シ
ー
海
峡
で
撃
沈
さ
れ
た
こ
と

を
知
り
、
そ
の
神
と
崇
め
た
頭

蓋
骨
は
、
帝
国
海
軍
第
38
号
艇

の
艇
長
で
あ
る
高
田
又
男
大
尉

で
あ
り
海
府
大
元
帥
と
し
て
お

祀
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

海
府
大
元
帥
と
そ
の
部
下
た
ち

が
魂
だ
け
で
も
日
本
へ
帰
れ
る

よ
う
に
と
、
平
成
３
年
に
造
船

職
人
に
依
頼
し
て
「
軍
艦
」
の

模
型
を
作
り
、
海
府
大
元
帥
の

哨
戒
艇
「
三
八
に
っ
ぽ
ん
ぐ
ん

か
ん
」
と
し
て
奉
納
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
地
元
の
人
々
は
、
帝

国
海
軍
大
尉
高
田
又
夫
艇
長
以

下
１
４
５
柱
の
英
霊
を
お
祀
り

し
、
慰
霊
祭
を
続
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

私
た
ち
日
本
人
は
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

祖
先
を
敬
い
神
仏
を
崇
め
る

台
湾
国
民
の
信
心
深
い
心
を
私

た
ち
日
本
人
は
多
い
に
学
ば
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。歴
史
に
学
び
、

今
あ
る
安
ら
か
な
幸
福
を
先
人

た
ち
に
感
謝
す
る
慰
霊
の
心
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
保
安
堂
が
日
台
友
好
の

場
所
と
し
て
多
く
の
日
本
人
が

訪
れ
、
先
人
の
御
霊
に
手
を
合

わ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

将
来
に
わ
た
っ
て
台
湾
と
日
本

が
共
に
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
を

英
霊
に
誓
っ
て
祭
文
と
い
た
し

ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
20
日

�

会
長　

高
橋　

忠
義

鳳
山
紅
毛
港
保
安
堂
で
の
祭
文

台湾の人びとによって奉納された第38号哨戒艇模型（高雄市、１月20日）

日本人技師八田與一が造成した烏山頭ダム（台南市、１月20日）

台南市議会議場（１月 21 日）



　（3）　　　　　　第82号� 令和２年９月１日（火曜日）　　　　國　の　支　え

ム
で
す
。
関
税
を

な
く
し
、
世
界
に

市
場
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
反

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
す
。
日
本
が

満
州
の
権
益
を
得

た
時
、
日
清
日
露

戦
争
で
助
け
て

や
っ
た
日
本
が
な

ぜ
満
州
を
独
占
し

て
い
る
の
か
と
彼

ら
は
怒
り
ま
し

た
。
日
本
は
現
地

の
産
業
を
発
展
さ

せ
、
い
い
統
治
を

行
い
ま
し
た
が
、

国
際
金
融
資
本
家
達
か
ら
す
れ
ば
、
潰
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
存
在
で
し
た
。
第
２
は
分
割
支
配
で
す
。
あ
る
地
域

を
支
配
す
る
の
に
、
そ
の
地
域
の
中
で
け
ん
か
を
さ
せ
る

の
で
す
。
例
え
ば
、地
球
分
割
支
配
で
す
。
ソ
連
を
育
て
、

米
国
と
核
ミ
サ
イ
ル
を
向
け
合
わ
せ
た
の
で
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
軍
事
費
が
膨
大
に
な
り
、
彼
ら
の
商
売
が
潤

う
の
で
す
。

　

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
政
治
に
入
り

込
み
、
相
続
税
、
累
進
課
税
等
を
導
入
し
て
税
金
を
上
げ

ま
し
た
。
彼
ら
自
身
は
導
入
前
に
財
団
を
創
り
、
無
税
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は

世
界
征
服
の
原
資
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｆ
Ｒ
Ｂ（
連

邦
準
備
政
府
、
米
国
の
中
央
銀
行
）
を
創
っ
た
の
は
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
で
す
。
無
料
で
お
金
を

刷
っ
て
、
政
府
に
お
金
を
貸
し
、
利
息
を
全
て
得
て
い
る

の
で
す
。
第
１
次
世
界
大
戦
を
起
こ
し
、
彼
ら
は
相
当
儲

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
際
連
盟
を
創
設
、
ソ
連
を
建
国
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
創
設
し
、
世
界
征
服
の
道
を
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。し
か
し
、米
国
が
国
際
連
盟
に
加
盟
し
な
か
っ

た
た
め
、
彼
ら
の
思
惑
が
外
れ
ま
し
た
。
米
国
民
は
国
際

連
合
の
よ
う
な
外
国
人
の
組
織
に
牛
耳
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
た
の
で
す
。
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
は
、
何
と
か
し
て
米
国
を
巻
き
込
も
う
と
、
王

立
国
際
問
題
研
究
所
と
外
交
問
題
評
議
会
を
創
設
し
ま
し

た
。
彼
ら
は
ソ
連
建
国
の
後
、
大
恐
慌
を
起
こ
し
て
、
株

が
暴
落
し
た
時
に
買
い
占
め
て
儲
け
ま
し
た
。
次
に
第
２

次
世
界
大
戦
を
起
こ
し
ま
す
。
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　

日
本
の
歴
史
家
・
マ
ス
コ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
は
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
に
代
表
さ
れ
る
国
際
金
融

資
本
家
を
無
視
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
き
な

勢
力
を
培
い
、
ア
メ
リ
カ
に
進
出
し
た
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル

ド
。
そ
の
下
で
前
衛

部
隊
し
て
の
し
上
が

り
、
戦
後
の
世
界
を

牛
耳
っ
て
い
る
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
。
日
本

に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
隠
さ

れ
て
い
ま
す
。
ソ
連
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
）
の
建
国
を
助
け
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
者
達
を
助
け
て
き
た
の
が
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
で
す
。
革
命
後
の
大
混
乱
、
何
千
万
人
の
国

民
の
虐
殺
、
物
資
と
外
貨
不
足
、
産
業
が
破
綻
し
て
い
る

な
か
で
、
世
界
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な
経
済
力
や

戦
略
を
ス
タ
ー
リ
ン
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
要

国
に
共
産
主
義
を
浸
透
さ
せ
、
ま
た
ソ
連
を
支
援
し
た
の

は
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
で
す
。

　

近
衛
文
麿
は
藤
原
家
の
末
裔
で
、
筆
頭
当
主
で
し
た
。

大
東
亜
戦
争
の
正
体
は
、
近
衛
文
麿
が
戦
争
に
日
本
を
巻

き
込
ん
で
大
日
本
帝
国
を
潰
し
、
ア
メ
リ
カ
と
組
ん
で
日

本
で
覇
権
を
取
ろ
う
と
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
通
り
に
う

ま
く
行
き
ま
し
た
。

　

今
欧
米
で
は
、
国
際
金
融
資
本
か
ら
抜
け
出
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
た
ち
が
約
半
分
い
ま
す
。
彼
ら
が
ト
ラ
ン
プ

や
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
投
票
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
は
反
対
に
全

く
こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
の
が
日
本
人
で
す
。
日

本
の
場
合
こ
れ
に
中
国
共
産
党
も
絡
ん
で
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
今
の
日
本
は
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

戦
争
は
最
も
儲
か
る
商
売
で
す
。
こ
の
約
２
０
０
年
間

国
際
金
融
資
本
家
達
は
、
戦
争
を
起
こ
し
て
お
金
儲
け
を

し
て
来
ま
し
た
。
彼
ら
の
指
針
の
第
１
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

の
国
で
あ
る
日
本
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
敵
で
し
た
。
日
英

同
盟
を
破
棄
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
第
２
次
世
界
大
戦
後
に

は
、
ソ
連
を
よ
り
大
き
く
さ
せ
、
米
ソ
２
極
構
造
を
創
り
、

中
国
は
共
産
化
さ
せ
て
、ソ
連
の
影
響
下
に
置
き
ま
し
た
。

　

戦
後
国
際
連
合
が
で
き
、
米
国
も
加
盟
し
ま
し
た
。
冷

戦
構
造
が
で
き
、
朝
鮮
戦
争
・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
中
東
戦

争
が
起
き
、
ま
す
ま
す
彼
ら
は
儲
け
ま
し
た
。
ソ
連
は
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
推
進
さ
せ
ま
し
た
が
、
自
国
で
稼
ぐ
能

力
が
な
い
た
め
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
潰
さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
は
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
で

す
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
真
っ
向
か
ら

対
立
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
年
の
大
統
領
選
で
落

選
さ
せ
る
た
め
、
反
ト
ラ
ン
プ
陣
営
は
必
死
で
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
を
攻
撃
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
日
本
の

マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
て
い
な
い
の
が
問
題
で
す
。

　

日
本
を
日
米
戦
争
に
追
い
込
ん
だ
の
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
で
す
。
満
州
事
変
の
頃
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の

創
っ
た
太
平
洋
問
題
調
査
会
を
使
っ
て
、「
日
本
は
侵
略

国
家
だ
」
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
し
て
い
ま
し
た
。
国
際
連

盟
に
は
ア
メ
リ
カ
が
加
入
せ
ず
、
日
本
も
脱
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
太
平

洋
問
題
調
査
会
に
は

多
く
の
国
が
加
入
し

て
お
り
、
非
常
に
都

合
が
良
か
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
は
歴
史
の

教
科
書
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
を

戦
争
に
追
い
込
み
、
日
本
を
崩
壊
さ
せ
、
戦
後
の
占
領
政

策
を
作
っ
た
の
は
、
太
平
洋
問
題
調
査
会
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
組
織
に
集
っ
た
人
達
の
中
に
は
、
日
本
人
も
い
ま
し

た
。
松
本
重
治
、
尾
崎
秀
実
、
白
洲
次
郎
、
牛
場
友
彦
な

ど
で
す
。
彼
ら
は
日
本
を
戦
争
に
追
い
込
み
、
日
本
を
敗

戦
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
徒
党
を
組
ん
だ
の
で
す
。
大
東

亜
戦
争
は
日
本
の
軍
人
達
が
世
界
侵
略
し
よ
う
と
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
真
っ
赤
な
嘘
で
す
。
太
平
洋
問
題

調
査
会
に
集
っ
た
人
達
は
、
共
産
主
義
者
を
煽
り
立
て
、

戦
争
拡
大
に
追
い
込
ん
だ
の
で
す
。
敗
戦
の
責
任
は
東
条

英
機
に
押
し
付
け
ま
し
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
ソ
連
共
産
党

の
よ
う
な
大
政
翼
賛
会
が
創
ら
れ
ま
し
た
が
、
力
を
失
っ

て
行
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
昭
和
天
皇
が
そ
の
危
険
性

に
お
気
付
き
に
な
り
、
平
沼
騏
一
郎
に
止
め
さ
せ
た
の
で

す
。

　

南
へ
進
出
し
て
石
油
を
確
保
し
、
イ
ン
ド
に
行
け
ば
勝

て
る
と
い
う
作
戦
を
昭
和
天
皇
は
信
じ
て
、
開
戦
を
許
可

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
山
本
五
十
六
に
よ
る
真
珠
湾
攻

撃
が
行
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
真
珠
湾
攻
撃
で
米
国

民
も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
米
国
と
戦
争
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
ソ
連

も
こ
ん
な
に
大
き
く
は
な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
山
本

五
十
六
に
そ
う
さ
せ
た
の
は
、
米
内
光
正
と
永
野
修
身
で

す
。
永
野
は
な
ぜ
山
本
に
真
珠
湾
攻
撃
を
さ
せ
た
か
に
つ

い
て
、
戦
後
「
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
ら
、
山
本
が
辞
め

る
か
ら
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
教
科
書

に
載
せ
る
べ
き
で
す
。

　

米
国
の
中
枢
に
い
た
優
秀
な
共
産
主
義
者
達
は
ス
タ
ー
リ

ン
に
忠
誠
を
誓
っ
て
、
世
界
を
共
産
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
自
分
達
を
育
て
て
く
れ
た

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
た
め
に
働
い
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
す
。

日
米
戦
争
を
策
略
し
た
の
は
誰
だ
！

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、近
衛
文
麿
、そ
し
て
フ
ー
バ
ー
は

�

昭
和
史
研
究
家
・
戦
史
研
究
家 

林
千
勝�

氏

歴史勉強会
中島サロン

錦城閣
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飛虎将軍廟（台南市、１月 21 日）八田與一銅像・墓の前で手を合わす（台南市、１月 20 日）

台
南
上
空
で
米
軍
機
と
の
空
中

戦
の
末
、
撃
墜
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
集
落
に
墜
落
す
る

　

帝
国
海
軍
杉
浦
茂
峰
少
尉

は
、昭
和
19
年
10
月
12
日
午
前
、

零
式
戦
闘
機
32
型
に
搭
乗
し
、

こ
と
を
避
け
郊
外
ま
で
操
縦
し

て
脱
出
、
落
下
傘
で
降
下
中
に

米
軍
機
の
機
銃
掃
射
に
よ
り
戦

死
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
歳
と
い
う
若
さ
で
日
本
の

た
め
に
戦
い
、
命
を
落
と
し
た

英
霊
に
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
ま
す
。

　

命
に
替
え
て
自
分
た
ち
を
守

ろ
う
と
し
た
杉
浦
少
尉
を
神
と

た
た
え
、
飛
虎
将
軍
の
称
号
を

与
え
て
長
き
に
わ
た
り
御
霊
を

お
祀
り
く
だ
さ
っ
て
い
る
台
湾

の
地
元
の
人
々
に
対
し
て
、
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成
11
年
、
航
空
自
衛
隊
の

ベ
テ
ラ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
２
人
が

Ｔ
―
33
Ａ
に
よ
る
訓
練
か
ら
帰

投
中
に
、
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
、
墜
落
の
直
前
ま
で
基

地
手
前
に
あ
る
入
間
川
沿
い
の

住
宅
地
や
学
校
を
避
け
る
た
め

に
操
縦
を
続
け
た
結
果
、
脱
出

が
遅
れ
共
に
殉
職
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
民
間
人
の
死
傷
者

が
全
く
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
飛

虎
将
軍
廟
で
手
を
合
わ
す
と

き
、
こ
の
事
故
の
こ
と
を
思
い

出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
後
ま
で
自
ら
の
命
を
顧
み

ず
、
住
民
を
守
ろ
う
と
し
た
犠

牲
的
精
神
は
、
軍
人
の
鏡
で
あ

り
、
自
衛
官
の
精
神
基
盤
に
通

じ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

今
日
の
平
和
は
先
人
の
尊
い

命
の
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
に

思
い
を
い
た
し
、
英
霊
に
感
謝

し
永
久
に
慰
霊
・
顕
彰
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
台

湾
の
平
和
と
独
立
を
守
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
台
湾
の
軍
人
、

そ
し
て
、
日
本
の
平
和
と
独
立

を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
自

衛
官
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、

祭
文
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
21
日

�

会
長　

高
橋　

忠
義

飛
虎
将
軍
廟
で
の
祭
文

　児童養護施設、東光学園（堺市中区土塔町 2028）で８
月 23 日に自衛隊の仕事説明会が開かれた。
　初めに同施設出身で八尾駐屯地勤務の泉森英太郎さん
（34）が体験談を話し、次に辻本勝之２等陸尉（49）が自
衛隊の仕事について分かりやすく説明した。

左から神杉文雄広報官、泉森英太郎さん、
辻本勝之２等陸尉、大久保正彦施設長

東光学園で自衛隊の仕事説明会
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激励品に喜ぶ女子隊員（海自） 激励品を受け取る女子隊員（空自）
　

関
防
会
で
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
関
防
会
の
活
動
内
容
、
行
事
参
加
の

ご
案
内
、
ま
た
自
衛
隊
の
諸
行
事
の
ご
案
内
等

を
メ
ー
ル
で
皆
さ
ま
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
以
外
の
方
も
ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。

関
西
防
衛
を
支
え
る
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
の
お
願
い

ホームページ フェイスブック

事
務
局
へ
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い
メ
ー

ル
の
な
い
方
は
ご
郵
送
で
も
ど
う
ぞ

会
員
の
声
募
り
ま
す

た
。
バ
ス
で
も
宴
会
で
も
楽
し
く
、
そ

こ
か
ら
色
ん
な
行
事
に
参
加
す
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、

舞
鶴
教
育
隊
訪
問
、
大
納
涼
大
会
、
忘

年
カ
ニ
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
に
参
加
し
、

役
員
の
皆
さ
ん
や
会
員
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
縁
が
あ
っ
て
理
事
と
な
り
理

事
会
参
加
、
中
島
サ
ロ
ン
で
の
書
籍
販

売
を
担
当
、
國
の
支
え
の
編
集
会
議
へ

参
加
、
そ
の
場
で
編
集
後
記
を
書
く
様

に
と
会
長
か
ら
の
指
示
、
こ
こ
３
ケ
月

が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
ま
し
た
。
役
員
と

し
て
何
を
担
当
す
る
か
は
決
ま
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
会
の
発
展
の
為
に
色
々

と
経
験
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

�

（
内
藤
強
志
）

　

今
回
、
理
事
と
な
り
ま
し
た
、
内

藤
強
志
と
申
し
ま
す
。

　

か
な
り
前
に
な
り
ま
す
が
、
大
阪

防
衛
協
会
の
総
会
後
に
、
当
会
会
員

た
ち
や
仲
間
と
飲
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
会
員
の
伊
藤
允
孝
さ
ん
に
誘
わ

れ
そ
の
場
で
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

入
会
後
、
総
会
へ
は
殆
ど
出
席
し

て
お
り
ま
す
。
伊
藤
さ
ん
以
外
知
り

合
い
も
い
な
い
の
で
、
懇
親
会
で
は

寂
し
く
隅
で
飲
ん
で
お
り
ま
し
た
。

69
歳
ま
で
勤
め
も
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
行
事
に
は
あ
ま
り
参
加
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
泊
２
日
で
富

士
火
力
演
習
研
修
に
初
参
加
し
ま
し

編
集
　

　

後
記

　
「
國
の
支
え
」第
81
号
の
記
事「
台
湾

慰
霊
顕
彰
の
旅
」に
重
大
な
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
深
く
お
詫
び

し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
他
に
送

り
仮
名
な
ど
軽
微
な
誤
り
が
多
数
ご
ざ

い
ま
し
た
が
文
意
は
変
わ
り
な
い
こ
と

か
ら
、
訂
正
し
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

２
ペ
ー
ジ
８
段
目
後
ろ
か
ら
４
行
目

　

誤
「
顕
現
あ
ら
し
め
て
は
、
…
」

　

正
「
顕
現
な
さ
し
め
て
は
、
…
」

３
ペ
ー
ジ
上
段
前
か
ら
４
行
目

　

誤
「
余
の
た
め
に
…
」

　

正
「
世
の
た
め
に
…
」

訂
正
と
お
詫
び

　

明
治
初
期
、
勝
海
舟
、
坂
本
龍
馬
ら
が
中
心

と
な
っ
て
海
軍
を
創
っ
た
。
そ
の
当
時
の
軍
艦

で
の
食
事
は
、
乗
員
が
各
々
米
を
持
ち
込
ん
で

い
た
。
そ
の
た
め
脚
気
が
流
行
り
、
３
分
の
１

の
兵
隊
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
英
国
海
軍

に
学
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
ビ
タ
ミ
ン
の
多
い
芋
な
ど
を
食

べ
る
こ
と
で
脚
気
の
患
者
が
激
減
し
た
。
こ
れ

が
「
海
軍
カ
レ
ー
」
や
肉
じ
ゃ
が
の
誕
生
で
あ

る
。

　

日
本
海
海
戦
で
東
郷
平
八
郎
が
取
っ
た
作
戦

は
、
司
馬
遼
太
郎
の
「
坂
の
上
の
雲
」
に
も
登

場
す
る
「
Ｔ
字
戦
法
」
で
あ
る
。
昭
和
50
年
頃

に
日
本
海
海
戦
の
実
態
、
と
り
わ
け
多
く
の
失

敗
も
書
か
れ
た
戦
闘
詳
報
な
ど
が
宮
内
庁
か
ら

出
て
き
て
防
衛
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
Ｔ
字
戦
法
は
実
施
し
て
い
な
い
と
書
か
れ

て
い
る
。
海
戦
前
に
旅
順
港
か
ら
出
て
く
る
ロ

シ
ア
艦
隊
に
対
し
て
Ｔ
字
戦
法
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
Ｔ
字
に

な
る
よ
う
に
艦

首
の
向
き
を
変

え
る
と
ロ
シ
ア

艦
隊
は
反
転
し

て
逃
げ
だ
し
、

結
局
追
い
つ
け

ず
に
失
敗
し

た
。
Ｔ
字
戦
法

は
逃
げ
る
相
手

に
は
通
用
し
な

か
っ
た
。
そ
こ

で
秋
山
参
謀
が

考
え
た
の
は
、

機
雷
４
つ
を

１
０
０
メ
ー
ト

ル
の
ロ
ー
プ
に

結
び
付
け
、
そ
れ
を
小
型
の
水
雷
艇
で
ロ
シ
ア

艦
隊
前
方
に
撒
く
と
い
う
機
雷
作
戦
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
実
施
で
き
な
か
っ
た
。「
敵

艦
見
ゆ
と
の
警
報
に
接
し
、
連
合
艦
隊
は
直
ち

に
出
動
、
こ
れ
を
撃
滅
せ
ん
と
す
」
と
い
う
司

令
長
官
が
大
本
営
に
宛
て
た
電
報
に
秋
山
参
謀

は
「
天
気
晴
朗
な
れ
ど
波
高
し
」
と
一
文
加
え

た
の
は
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
。
司
令
官
の
発
す
る

電
報
に
参
謀
が
文
を
加
え
る
こ
と
な
ど
あ
り
え

な
い
。
彼
は
、
波
が
高
く
て
水
雷
艇
が
運
航
で

き
ず
機
雷
作
戦
が
実
施
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

を
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
。
結
局
、
従
来
の
や
り

方
の
平
行
作
戦
（
艦
が
互
い
に
並
ん
で
戦
う
）

で
ロ
シ
ア
艦
隊
を
迎
え
打
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

対
馬
か
ら
の
索
敵
情
報
に
誤
差
が
あ
り
、
会
敵

時
に
、
ほ
ぼ
正
面
に
出
会
う
と
い
う
予
想
外
の

状
況
に
な
っ
た
が
、
東
郷
司
令
長
官
は
動
ず
る

こ
と
な
く
、
一
旦
進
路
を
避
け
、
そ
れ
か
ら
平

行
戰
に
持
っ
て
い
く
よ
う
艦
隊
に
指
令
し
た
。

結
果
的
に
ロ
シ
ア
艦
隊
に
対
し
て
イ
の
字
に
な

る
よ
う
な
態
勢
と
な
り
、
こ
れ
が
Ｔ
字
に
近
い

の
で
Ｔ
字
戦
法
を
や
っ
た
と
も
言
え
な
く
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
軍
人
か
ら
見
れ
ば
日
本
海
海

戦
は
失
敗
、
錯
誤
の
多
い
作
戦
で
あ
っ
た
が
、

な
ぜ
勝
利
で
き
た
の
か
。
そ
の
も
っ
と
も
大
き

な
要
因
は
、
長
い
航
海
を
経
て
き
た
ロ
シ
ア
軍

の
士
気
が
低
く
、
一
方
の
日
本
軍
の
士
気
は
相

当
高
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
日
本
海
海
戦
で

勝
利
し
た
が
、
失
敗
や
事
故
の
海
戦
記
録
な
ど

を
「
極
秘
」
に
指
定
し
て
隠
ぺ
い
し
、
海
軍
軍

人
に
も
知
ら
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
問
題

で
あ
る
。
失
敗
を
教
訓
と

し
て
生
か
す
こ
と
は
成

功
に
繋
が
り
、
大
東
亜
戦

争
に
も
そ
れ
が
生
か
さ

れ
て
い
た
の
に
…
。

　

山
本
五
十
六
は
包
容

力
が
あ
り
、
面
倒
見
の
い

い
立
派
な
軍
人
で
、
特

に
指
揮
官
と
し
て
非
常

に
優
れ
た
方
で
あ
っ
た
。

山
本
の
起
案
し
た
ハ
ワ
イ
作
戦
は
大
本
営
で
は

予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
山
本
は
ど
う
し

て
も
ハ
ワ
イ
作
戦
を
実
行
し
た
か
っ
た
。
そ
の

理
由
は
、
米
国
の
戦
意
を
喪
失
さ
せ
、
短
期
で

有
利
な
条
件
を
も
っ
て
講
和
に
持
ち
込
む
た
め

で
あ
っ
た
。
一
方
、
大
本
営
は
防
衛
線
を
引
い

て
長
期
に
わ
た
っ
て
来
襲
す
る
敵
を
少
し
ず
つ

討
ち
倒
し
て
い
く
と
い
う
長
期
持
久
作
戦
と
い

う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
戦
争
方
針

の
違
い
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た

い
。
と
り
わ
け
連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
上
級
司

令
部
の
戦
争
方
針
に
従
わ

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
私
が
山

本
な
ら
ダ
メ
と
言
わ
れ
た
ら
、
諦
め
る
か
職
を

辞
し
た
で
あ
ろ
う
。
大
本
営
、
特
に
陸
軍
は
長

期
持
久
作
戦
を
考
え
て
、
ま
ず
石
油
を
確
保
し

よ
う
と
陸
軍
空
挺
部
隊
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ

レ
ン
バ
ン
占
領
に
成
功
し
た
。
せ
っ
か
く
油
田

を
確
保
で
き
た
の
に
、
こ
の
成
果
を
台
無
し
に

し
た
の
が
山
本
だ
っ
た
と
言
え
る
。
も
し
、
ハ

ワ
イ
作
戦
が
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
暫
く
手

を
出
せ
な
か
っ
た
と
思
う
し
、
日
本
へ
の
参
戦

に
当
時
保
護
主
義
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
国
民
の

理
解
が
得
ら
れ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
日
本
が
勝
利
し
た

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
…
。

　

な
ぜ
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
負
け
た
の
か
。
物

量
の
差
も
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
要
因
は
米
軍

の
士
気
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
硫
黄
島
の

戦
い
で
米
軍
は
６
、０
０
０
人
を
超
え
る
将
兵

を
失
っ
て
い
る
。
多
く
の
同
僚
の
屍
を
越
え
て

猛
然
と
戦
う
米
軍
は
本
当
に
強
か
っ
た
の
だ
。

そ
ん
な
米
軍

も
日
本
軍
の

戦
い
ぶ
り
に

は
驚
愕
し
て

い
た
。
そ
の

士
気
の
高
い
精
神
は
今
の
自
衛
隊
員
に
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
と
信
じ
た
い
。
東
日
本
大
震
災

後
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ク
ア
」
で
は
命
令
を
断
る
者
は
皆

無
で
あ
っ
た
こ
と
は
今
の
自
衛
隊
員
の
士
気
が

高
い
証
左
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
自
衛
隊
は
軍
隊
で
は
な
い
。
そ

れ
は
軍
法
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
軍
法
は
軍
人

を
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
規
律
を
維
持
す
る
た

め
に
あ
る
。
米
軍
で
敵
前
逃
亡
を
す
れ
ば
死
刑

だ
が
、
自
衛
隊
で
は
懲
戒
処
分
く
ら
い
で
あ
ろ

う
。
秘
密
漏
洩
を
し
て
も
懲
役
７
年
く
ら
い
で

済
む
が
、
多
く
の
国
で
は
死
刑
か
終
身
刑
で
あ

る
。
他
国
の
軍
隊
は
、
厳
し
い
罰
則
に
よ
り
規

律
を
維
持
し
て
い
る
。
軍
法
で
は
命
令
に
よ
る

射
撃
で
民
間
人
が
亡
く
な
っ
て
も
罪
に
は
な
ら

な
い
が
、
自
衛
隊
の
場
合
、
業
務
上
過
失
致
死

と
な
っ
て
し
ま
う
。
軍
人
の
場
合
、
一
般
の
公

務
員
と
は
違
う
次
元
で
任
務
に
あ
た
る
の
で
、

年
金
で
は
な
く
恩
給
（
給
与
保
証
）
を
出
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
軍
隊
と
は
程
遠
い
処

遇
で
は
あ
る
が
、
自
衛
隊
は
非
常
に
士
気
が
高

い
。
日
本
人
と
し
て
誇
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

軍
人
か
ら
見
た
超
お
も
し
ろ
歴
史
講
座

�

関
西
防
衛
を
支
え
る
会 

会
長 

高
橋 
忠
義�
氏

中
島
サ
ロ
ン

歴
史
勉
強
会

第 

86 

回

８
月
８
日

錦
城
閣

対
し
て
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
空
自
新
隊
員
約
１
２
０
０
人
、

海
自
新
隊
員
約
３
６
０
人
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
隊
か
ら
元
気
に
任
地
へ
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

�

事
務
局
次
長　

小
山
み
ど
り

か
ら
新
隊
員
全
員
に
激
励
品
（
ド
リ
ン

ク
剤
）
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
空

自
防
府
南
基
地
司
令
よ
り
「
今
春
入
隊

し
ま
し
た
第
19
期
自
衛
官
候
補
生
課

程
お
よ
び
第
15
期
一
般
空
曹
候
補
生

課
程
の
学
生
に
対
す
る
心
温
ま
る

激
励
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
隊
員
一
同
は
、
今
後
と
も

皆
様
方
の
信
頼
と
ご
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
尽
く

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
」（
抜
粋
）

と
の
お
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
海
自
舞
鶴
教
育
隊
に
は
舞
鶴

の
会
員
代
表
と
訪
問
し
激
励
品
を

お
届
け
し
ま
し
た
。
修
了
式
に
お

い
て
教
育
隊
司
令
か
ら
関
防
会
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
空
自
防
府
南
基
地
の
新
入
隊
員

激
励
研
修
旅
行
は
中
止
と
な
り
現
地
に

赴
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
新
隊
員
を
激
励
し
た
い
と
の
思
い

新
隊
員
に
激
励
品
を
贈
呈

新
隊
員
に
激
励
品
を
贈
呈

修了式目前！笑顔の隊員（海自）

元気いっぱいの隊員（空自）

関西防衛を支える会では会員募集中です。
ご入会ご希望の方は事務所までご連絡下さい。
入会申し込み用紙をお送りいたします。
ホームページからの申し込みも可能です。

ご入会のお願いご入会のお願いご入会のお願い

年会費（会計年度：４／１～３／31）
一般会員　　一口　　　　3,000円
維持会員　　一口　　　10,000円
法人会員　　一口　　　20,000円
学生会員　　一口　　　　1,000円
※一口以上何口でも受け付けます
電話：06-4256-4868
メールアドレス：info01@kanboukai.jp
HPアドレス：http://kanboukai.jp/
学生会員大歓迎（高校生以上32歳まで）


